
日本は地震や台風の多い国です。「災害に強

い街づくり」を進めて、みんなの命や家を守り、

防災のための土木によって、安心できる国土に

していかなければなりません。�

土砂や土石流を防ぐダムを

つくって、山の自然災害に

よる被害を最小限にしてい

ます。�

道路や公園、ダムや橋など、みんなの暮らしや経済活動

を支える基盤施設を「社会資本」と呼びます。こうした「社

会資本の整備・充実」を進めて、便利で快適な生活を実

現する役割を果たしているのが、土木です。�

自然を生かしながら、便利なものをつくっていくのは、む
ずかしいことですが、みんなが大きくなったとき、美しい自
然の中で快適に暮らせるように、努力しています。これか
らも、もっともっと技術をみがいて、「自然と人が仲良く暮
らせる社会」にしていくことが、土木の大きなテーマです。�

砂防ダム� 震災復旧工事�

災害復旧工事�
復旧工事�

山の中につくられた砂防ダム�

離れた場所からの�
リモートコントロール�

無人で動く作業車�

神戸港震災メモリアルパーク�

工事中のトンネルから見る青空�

水辺の遊歩道�
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安全な国土をつくるために�

豊かな国土づくりのために�

美しい国土と、みんなの未来のために�

安全で、豊かな、美しい「日本」にしていくために�
わたしたちのまわりでは、ほんとうに多くの土木がみんなの暮らしを支えていますね。�
土木が果たしている役割をふりかえって、「土木の旅」を締めくくりましょう。�

まち�

さ　ぼう�
しん　 さい�

さい　  がい�

こう　　じ�ふっ　きゅう�

ど  せきりゅう�
はん しん�あわ  じ�

ほ きょう�

うんぜん  ふげんだけ�

き   ばん  し   せつ�

せい   び　じゅう  じつ　�

土砂災害から暮らしを守ります。�
ど  しゃ�

えん かく そう   さ�安全に作業するため、�
遠隔操作による作業も行なわれています。�

火山の噴火による土石流や

火砕流の被害を受けた長崎

県「雲仙普賢岳」の周辺では、

安全に仕事ができるように、無

線で操縦できる無人の建設機

械によって除石作業が行なわ

れました。�

ど せき りゅう�

か  さい りゅう�

そう じゅう�

じょ  せき   さ  ぎょう 

1995年の「阪神・淡路大地震」で受

けた被害の復旧と、今後に備えた補強

工事が進められています。�

新しい技術で、�
地震に強い都市をつくります。�

旅のまとめ
�
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